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会長 戸田 尊文

未来に向けて原点回帰
～１００年続くクラブ作り～

来週の例会

「合理的ロータリアニズム」という1911年（明治44年）、114年前のポール・ハリスの論文があります。
題名は小難しいですが、要は、ロータリーと商売について異なる意見をもつ４人の意見から、ロータ
リーのあるべき姿を示す内容です。この論文でポール・ハリスが最も言いたかった事は「寛容の精
神」でした。この「寛容の精神」がロータリーの最も根底にあるというのです。ロータリーは、国も違え
ば、年齢層も幅広く、価値観も違う職業人の集団です。大局的にロータリーが120年続いてきたのは、
根底に「寛容の精神」があるからでしょう。人と人との違いを超えて奉仕の理想のもとにつながり合
い、奉仕と親睦を実践する団体、それがロータリーです。

さて、今期はクラブにとって歴史的な一年でした。振り返れば、昨年の城戸年度後半が最初の山場
で、慣れない３セミナーの準備・実施、次年度地区補助金申請、財団委員としてRACを含む地区補
助金審査、よろず相談室、世界大会、そして今年度に向けての準備と、怒涛の日々でした。その勢
いのまま今年度に突入し、地区大会までは少し余裕があるかと思いきや、想定外だったのはクラブ
訪問でした。今年度の地区大会は例年より実施が早かったので、地区大会ＰＲだけに訪問しなけれ
ばならないクラブがいくつかありました。同時に地区大会の準備を、11月には沖縄と能登に分かれ
て60周年記念事業の準備を進め、地区大会はギリギリで何とか成功裏に終わりました。その直後、
親睦活動委員会の皆様のおかげで楽しいクリスマス会を開催して頂き、やっとここで一息つけまし
た。さて、残すは創立60周年記念式典のみ、地区大会を経験したので、仕事量的にはそれほどかと
思いきや、色々と紆余曲折ありまして、ギリギリのギリギリで大団円となりました。
こうして何度も難局を乗り越えられたのは、会員皆様の「クラブに対する愛」と根底に流れる「寛容の

精神」だと思います。「未来に向けて原点回帰～100年続くクラブ作り～」という目標を掲げ、

ロータリー親睦活動月間

■ 7月3日（木） 就任挨拶
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■ 退任挨拶

会長 戸田 尊文 君

幹事 山崎 直人 君

■ 今日の歌 「日も風も星も」
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さわやかな朝だ われらはロータリアン

いつもほほえみ いつも元気で

さあ 出掛けよう

日も風も星も ラララ光るよ

出席報告 6月19日

一年間、会長、役員、理事の皆様を始め会員の

皆様、事務局のお二人には大変お世話になりあ

りがとうございました。

未来に向けて原点回帰～100年続くクラブ作り～

というテーマを掲げて、スタートしたこの年度は沢

山の地区行事やクラブ創立60周年記念式典など

の予定に沢山の会員の皆様が関わって頂いた年

になりました。

タイトな日程の中で、これは大丈夫なのか？と

思った時でも直前まで粘ってビルドアップして成功

に導いて行かれた先輩方やクラブの仲間たちに

改めて敬意を表したいと思います。このような年

度に幹事を務めさせて頂けたのも私にとっては

貴重な経験となりましたが、至らない点など沢山

あったかと思いますがご容赦頂けると幸いです。

次年度以降も東大阪東ロータリークラブが益々発

展して行くこと、会員の皆様のご健康とご多幸を

祈念しまして、退任挨拶とさせて頂きます。

≪これからの予定≫

【1】 7/3（木）例会後、7月度定例理事会

  PM6：30～新旧会長・幹事歓送迎会

於：オ・セイリュウ

【2】 7/6（日）米山奨学生学友会（関西）40周年

記念式典及び総会（吉﨑会員、北川会員、

    表会員、イ・ジヒョンさん出席）

【3】 7/8（火）衛星クラブ例会 19：00～

≪連絡事項≫

【1】 7/3（木）午後6時30分よりオ・セイリュウに於

きまして新旧会長・幹事歓送迎会を開催い

たします。多数のご参加よろしくお願いいたし

  ます。尚、お昼は通常例会がございますので

ご出席よろしくお願いいたします。

（6/19）の出席者数：27名（1）内

ビジター2名：東大阪ＲＣ 渋谷 了 様

衛星クラブ 須﨑 洋一 議長

6/19 出席率：56.25％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数

会員：54名（免除7名）

5/29 6/5 6/12

HC出席 22(0)名 28(0)名 25(0)名

MU出席 5(0)名 3(0)名 3(0)名

修正出席率 57.45％ 65.96％ 59.57％

約5年ぶりに常楽寺会員がご出席されました。

久しぶりにお顔を拝見でき、会員一同、大変うれしく

思いました。

卓話では、青少年交換委員会に出向されていた際

のご苦労をお話しいただきました。中でも、青少年

交換のマニュアル作成に取り組まれたご経験など、

そのご尽力のほどがよく伝わってきました。

１年間走り抜けて参りました。クラブ活性化の為、ガバナーを輩出しながら創立60周年を迎えたから
こそ見た景色、出会えた人達、交わした会話、これらは私たちだからこそできた経験です。クラブの
細々とした改革以上に、この特別な経験こそが100年続くクラブ作りの大きな礎になったものと思い
ます。

斉藤会員が退会のご挨拶をされました。

コロナ禍の真っただ中で会長をお務めになり、クラ

ブのために多大なご尽力をいただきました。

今後も、よろず相談室などへのご協力は惜しまない

とのお言葉をいただき、たいへん心強く感じました。

持ち回り理事会議事録

（細則第4条第3節の会長要請に依る。）

◎2025年6月17日（木）

Ⅰ．承認事項

議案

1）退会者の件

①島 顕侑会員より2025年6月12日付で提出された

退会届を受理し、6月末日にて退会とする。

→承認

◎2025年6月19日（木）

議案

1) 入会の件

一由 麻里君より推薦のあった新入会員候補者1

名を、会員選考ならびに職業分類委員会に付託す

る事を、添付書類2枚を確認の上、承認する。

→承認
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